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はじめに

■2025年度研究テーマ

契約における知的財産関係条項の在り方

 月例会発表(5月)「中小企業との取引のおける知財条項の在り方」

 誌上発表(11月)「紛争回避のために留意すべき知財条項」（未定）

■部会員数

18名（2025年1月1日時点）

アドバイザー TMI総合法律事務所 岡本 敬史 弁護士

TMI総合法律事務所 松山 智恵 弁護士

阿部・井窪・片山法律事務所 梶並 彰一郎 弁護士

■部会開催日

毎月１回（原則第2水曜）15:00～17:30 ※オンライン

年１回合宿（11月頃）※コロナで中断中 2



過去の研究テーマ

2024 ・生成AIの利用と法的留意点

・経済安全保障推進法の概要とポイント

研究テーマは「旬」のテーマを扱うようにしています！ 3

医薬品に関わる法的紛争
を中心として、
部会員の関心がある分野
を研究テーマとして選定



2025年5月
月例会発表に向けて準備中

テーマ：

中小企業との取引のおける知財条項の在り方（仮題）

内容：

1. 知的財産取引に関するガイドラインとは

2. 知的財産取引に関するガイドラインの法的位置づけ

3. 知財取引におけるガイドライン及び2024年改正の内容

4. 中小企業庁が公開している契約書のひな型

2024年12月6日に
部会主催講演会を実施

講師：
TMI総合法律事務所
松山 智恵 弁護士
岡本 敬史 弁護士



項目 概要

1 知的財産取引に関するガイドラインとは • 適用対象
• 中小企業庁によるガイドライン作成経緯
• 中小企業庁によるガイドライン作成根拠
• 振興基準の説明（知的財産の保護及び取引の適正化）

2 知的財産取引に関するガイドラインの位置づけ • 下請法（下請取引適正化推進講習会テキスト）との棲み分け
• 知的財産の利用に関する独占禁止法上の指針と関係性
• 不正競争防止法による営業秘密侵害の規制
• スタートアップとの事業連携及びスタートアップへの出資に関する指針

3 知財取引におけるガイドライン及び2024年改正の内容 • 知的財産取引に関するガイドラインの内容（5分類、合計12項目）
①契約締結前、②試作品製造・共同開発等、③製造委託・請負販売等、④特許出
願・知的財産権の無償譲渡・無償実施許諾、⑤第三者との間に生じる知財訴訟な
どのリスク転嫁

• 2024年度改正の趣旨

4 中小企業庁が公開している契約書のひな型 • ひな型のポイント
①秘密保持契約書、②共同開発契約書、③開発委託契約書、④製造委託契約書

研究状況



タイムライン（月例会発表に向けて）

6

研究テーマに沿ってセミナーを開

催いたします。

1月

先生のご講演をもとに、自分たち

の研究方針を検討し、骨子を作成

します。

2月

担当者が骨子に合わせて

スライドを作成し、部会員間で検討、

意見交換します。

3月

発表に向けたリハーサルを実施し、

必要に応じて細かい微修正を行いま

す。

4月

発表担当のメンバーが

実地/オンラインで月例会に参加し

発表を実施します。

★月例会(5月)



タイムライン（誌上発表に向けて）
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研究テーマに沿ってセミナーを開

催いたします。

7月

先生のご講演をもとに、自分たち

の研究方針を検討し、骨子を作成

します。

8月

担当者が骨子に合わせて文書を執筆、

部会員間で検討し、意見交換します。

9月

最終化に向けて、部員間で読み合わ

せを実施します。

10月

担当者が執筆した文書を統合して

最終版を作成して提出します。

★誌上発表(11月)



今後の研究テーマ候補

 中国における個人情報保護法制定と企業の対応について

 治験に関するFDAに対する進捗報告における義務違反に関する問題

 ドローンと医薬品配送（国内）

 利益相反に関する実務対応

 LGBTQに関する訴訟トラブル予防も含めた企業対応

研究テーマは随時募集中！
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活動方針

医薬品に関わる法的紛争を中心として、

部会員の関心がある分野を研究テーマとして選定

毎月１回の部会、年１回合宿による

集中的な研究活動

研究テーマ以外にも実務上の情報交換
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アットホームな雰囲気
で活動しております

皆様のご参加・ご見学

お待ちしております！

プレゼンテーションのタイトル 10


